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寒
河
江
議
員

　地
域
防
災
計
画
の

問
題
点
と
し
て
、
川
の
氾
濫
や
土

砂
災
害
で
特
に
金
山
川
と
上
台
川

の
氾
濫
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
が
予

想
さ
れ
る
。
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
だ
け
で
は
な
く
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
も
必
要
で
は
。

町
民
税
務
課
長

　国
の
中
央
防
災

会
議
を
受
け
、
県
の
防
災
計
画
が

見
直
さ
れ
て
い
る
。
町
も
そ
れ
ら

を
反
映
さ
せ
る
形
で
見
直
し
て
い

る
最
中
で
あ
る
。

町
長

　町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

上
台
地
区
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
て

い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
町
内

に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。
安
全
に
避
難
で
き
な

い
と
こ
ろ
は
把
握
で
き
る
の
で
、

住
宅
浸
水
を
想
定
し
た
安
全
に
避

難
で
き
る
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
防
災
計
画
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

寒
河
江
議
員

　災
害
は
冬
で
も
起

き
る
。
避
難
場
所
を
含
め
、
冬
を

考
え
た
防
災
計
画
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
民
税
務
課
長

　基
本
的
に
、
冬

期
も
や
く
し
苑
や
改
善
セ
ン
タ
ー

に
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

る
。
避
難
場
所
は
冬
の
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
、
計
画
に
反
映
し
た

い
。

一
般
質
問

寒
河
江
宏
一
議
員

　こ
こ

何
年
か
、
最
上
７
町
村
で

は
人
口
減
少
対
策
と
し
て

若
い
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
住
宅
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。
町
で
も
平
成
２１

年
度
に
、
次
世
代
に
向
け

た
「
新
金
山
型
住
宅
」
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
築
し
、

「
街
な
か
公
営
住
宅
」
を

平
成
２４
年
度
か
ら
３０
年
度

ま
で
で
２５
棟
建
築
し
た
。

　平
成
２７
年
８
月
２４
日
の

議
決
に
よ
り
、
十
日
町
地

区
に
定
住
促
進
住
宅
建
設

用
地
を
約
４
４
０
０
坪
、

約
８
０
６
０
万
円
で
取
得

し
た
。
そ
の
後
、
㈱
岸
・

林
設
計
同
人
一
級
建
築
士

事
務
所
に
約
５
８
０
万
円

で
測
量
・
設
計
業
務
を
委

託
し
、
４
年
が
経
過
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
町

長
に
伺
う
。

町
長

　具
体
的
な
事
業
着

手
の
時
期
は
申
し
上
げ
ら

れ
る
段
階
で
は
な
い
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
早
期
に
見

極
め
、改
め
て
説
明
し
た
い
。

寒
河
江
議
員

　計
画
用
地

の
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
を
合
わ
せ
る
と
こ
の

４
年
間
で
約
５
０
０
万
円

が
収
入
と
な
っ
た
は
ず
。

県
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

金
山
町
は
２
０
４
５
年
で

３
１
４
４
人
。
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
形
で
、
分

譲
等
売
却
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

町
長

　町
が
所
有
せ
ず
民

間
が
所
有
す
れ
ば
、
そ
の

税
収
が
上
が
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
土
地
の
一
部
を

売
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い

う
話
が
あ
っ
た
が
、
金
山

住
宅
で
は
な
か
っ
た
。
定

住
促
進
住
宅
は
金
山
住
宅

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

金
山
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
現
時
点
で
分
譲
は
考

え
て
い
な
い
。

定
住
促
進
住
宅
計
画
は
ど
う
な
る

回
答

早
期
に
見
極
め
説
明
す
る

廃
校
利
用
対
策
を
早
期
に

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

　
　
　小
学
校
統
合
に
向
け
た
今
後
の

　
　対
応
と
活
用
策
は
。

　
　
　年
度
内
に
統
合
準
備
委
員
会
を

　
　立
ち
上
げ
、
有
屋
小
、
明
安
小
を

　中
心
と
し
た
地
域
と
の
関
り
や
、
学

　力
向
上
も
含
め
て
協
議
し
て
い
く
考

　え
で
あ
る
。

　
　廃
校
利
用
に
つ
い
て
は
、
議
員
研

　修
で
の
文
科
省
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考

　に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
報

　
　告
は
あ
る
の
か
。

　
　
　こ
の
件
に
つ
い
て
学
校
か
ら
の

　
　報
告
は
若
干
あ
る
。

　
　
　中
央
公
民
館
改
築
に
係
る
設
計

　
　者
の
決
定
の
経
緯
は
。

　
　
　町
が
進
め
て
い
る
景
観
施
策
の

　
　整
合
性
を
取
る
た
め
、
審
査
委
員

　の
中
で
長
く
町
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

　こ
ら
れ
た
林
先
生
と
契
約
し
た
。

　
　
　空
き
家
修
景
形
成
助
成
金
の
要

　
　件
見
直
し
は
な
い
か
。

　
　
　審
査
会
で
も
話
題
に
出
て
い
る

　
　が
、
見
直
し
は
難
し
い
の
で
は
な

　い
か
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。
再

　度
意
見
を
聞
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　学
力
低
下
の
実
態
は
。

　
　
　算
数
等
の
正
答
率
は
、
全
国
平

　
　均
よ
り
小
学
校
で
８
％
、
中
学
校

　で
１０
％
、
中
学
校
の
英
語
も
７
％
下

　が
っ
て
い
る
。
授
業
改
善
と
保
護
者

　等
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を
積

　み
上
げ
た
い
。

廃
校
利
用
対
策
を
早
期
に

～産業厚生常任委員会～

　
　
　木
質
利
用
拡
大
支
援
事
業

　
　で
整
備
し
た
旧
中
田
小
学
校

　の
木
工
機
械
の
行
き
先
は
。

　
　
　現
在
、
旧
中
田
小
学
校
と

　
　森
林
組
合
、
岸
家
具
店
に
設

　置
し
て
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

　ル
ー
プ
会
議
で
は
様
々
な
意
見

　が
あ
り
、
協
議
会
開
催
に
至
っ

　て
な
い
。

　
　
　水
道
の
塩
素
取
扱
者
や
索

　
　道
維
持
管
理
者
の
特
殊
勤
務

　手
当
を
な
く
し
て
心
配
な
い
か
。

　
　
　重
要
な
業
務
で
あ
る
が
、

　
　国
に
な
い
よ
う
な
特
殊
勤
務

　手
当
は
、
以
前
か
ら
な
く
す
よ

　う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　金
山
町
に
介
護
タ
ク
シ
ー

　
　は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考

　え
る
か
。

　
　
　介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
今
年

　
　度
か
ら
２
５
０
０
円
券
を
、

　往
復
で
３
枚
ま
で
使
え
る
。
枚

　数
が
か
さ
む
方
は
、
相
談
し
て

　ほ
し
い
。

　
　
　乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
の
検

　
　診
を
毎
年
実
施
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　国
の
検
診
指
針
で
２
年

　
　に
１
回
と
決
ま
っ
て
お
り
、

　県
も
同
様
。
受
診
機
会
を
な

　く
さ
な
い
た
め
、
今
年
は
偶

　数
年
、
来
年
は
奇
数
年
生
れ

　と
い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　団
地
（
町
営
住
宅
）
に

　
　は
、
一
人
世
帯
で
も
入
れ

　る
の
か
。

　
　
　大
前
提
は
住
宅
困
窮
者

　
　で
あ
り
、
原
則
と
し
て
親

　族
の
い
る
方
。
６０
歳
以
上
の

　高
齢
者
で
あ
る
な
ど
、
要
件

　を
満
た
せ
ば
入
居
で
き
る
。

１２
月
９
日
午
後
に
開
催
さ
れ
、
所
管
の
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、

所
管
事
務
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

木質利用拡大支援事業の木工機械の行き先は 実態に合った「金山町地域防災計画」を
回答 冬でも安全に避難できる計画にする

木質利用拡大支援事業の木工機械の行き先は

寒河江 宏 一 議員

廃校後では遅い利活用対策

有効利用が待たれる木工機械（旧中田小） 季節を問わず襲い掛かる災害

上空から見た定住促進住宅用地

問答

問答

問答問問 答

答
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